




























































v1.4 2009.01.16 Ｓ＝完璧
Ａ＝改善
Ｂ＝ある程度改善
Ｗ＝未改善

自己評価な関する課題 自己点検評価から改善された事項 次年度以降改善する予定の事項 再評価

２－１－１資料の収集・整備

1

しかし，シラバス掲載図書の中には品切れ等で入手困難な資料も
あるため，教員へのフィードバックを含め教務課と連携し，より効率
的な収集計画を推し進める必要がある。

H20年度より入手困難な資料をシラバス掲載している教員
各位にメールにてお知らせを送付するようにしている。
また、シラバス掲載図書のうち入手不可能な資料の掲載を
避けるため，教務・学生サービス部教務企画係に，教員へ
のシラバス入力依頼時に注意の文章を入れてもらうように
した。

Ａ

2

総合図書館の開架雑誌の見直しのために来館利用者にアンケー
トを行ったことは利用者の意向を知る機会となり評価できる。雑誌
については，今後も教官・学生の要望を取り入れた収集が望まれ
る。

和雑誌について学生図書委員から毎年雑誌の購入要望が
あがってくることを考慮し，H20年度は和雑誌３種を購入す
ることとした。 (同系統の3誌と交代）（医図）

平成21年度におこなう雑誌アンケートの原案
を作成する。

B

3

今後の資料収集・整備については，電子ジャーナル等の雑誌を含
め資料媒体も変化しつつあり，限られた予算の範囲の中で利用者
が必要とする資料を充実していかなければならない。

学生からのリクエスト図書については，極力購入している。
近３年分の購入図書の分類別冊数を調査集計し，充足率
の低い分野を図書館職員による選書で補充し，教官推薦
図書と合わせてバランスの良い収集を目指している。（医
図）
紙媒体だけではなく，視覚・聴覚に訴える資料の充実を
図った。例えば，留学生担当教員から留学生の語学学習
のため，日本映画等の希望がありＤＶＤを購入した。（総
図）

A

4

内容を見てみると，蔵書が尐ない，小説が尐なすぎる，個人では
購入できない高価な全集，専門書等々の要望があり，改善されて
いるものの，今後アンケート結果を精査し，一般書の選定方法の
ありかたについて，収集方針を含め検討しなければならない。

5

今回の利用者アンケートによると，「あなたが必要な資料は図書館
に揃っていますか」に対し，両図書館では約２５%の人が「揃ってい
ない」と回答してきている。内容を見てみると，蔵書が尐ない，小説
が尐なすぎる，個人では購入できない高価な全集，専門書等々の
要望があり，改善されているものの，今後アンケート結果を精査
し，一般書の選定方法のありかたについて，収集方針を含め検討
しなければならない。また，収集した資料については，学内はもち
ろんインターネットを活用することで地域を含めた積極的な広報を
行う努力が必要である。

２－１－２図書館利用指導

6

図書館の利用目的は，学年や専門によって異なること，近年の
ネットワークを介したサービスにおいては高度な機能が追加されて
いることなど，常に利用者のニーズを把握するとともに，

7

それらに対応するためには図書館職員自身の研鑽が必要である。

２－１－３図書館間相互貸借

8

限定された予算で必ずしも十分な資料を所蔵できないことも多い
地方大学において相互協力は重要なサービスであり，学外への申
込み機能について積極的に広報・利用指導を行い，更なる利用拡
大を図っていく必要がある。

文献複写，図書の相互貸借サービスは積極的に利用され
ており，いかに早く入手できるようにするか工夫を凝らして
いる。
また，オリエンテーションや利用講習会においても常に説明
と広報を行っている。

A

２－２－１電子ジャーナル

9

今後は電子ジャーナルの毎年の値上がりへの対応が迫られてお
り，電子ジャーナルの費用対効果（契約金額／アクセス件数）を踏
まえての見直し等の検討が早急に必要である。

２－２－２文献データベース

10

しかし文献データベースにおいては，学術情報基盤として安定的・
継続的な供給が必要不可欠であるため、今後経費をどう確保して
いくかの検討が必要である。

11

また，文献データベースの適正な導入を目的として，導入のため
の参考資料とするためのアンケート実施，分析し，利用統計等も
考慮した上で，適切なデータベースの導入を図って行く必要があ
る。

12

利用者講習会では，多くの参加者を得るため，あらゆる宣伝方法
を駆使して行っていくこと， 教員の実践的な事例報告を組み入れ
ること，カリキュラムの１コマとして授業との連携を図ること等の工
夫が必要である。

掲示・メール配信のほか，直接電話による照会やカウン
ターでの参加勧誘などの努力を行っているが，魅力ある
ホームページ作りを目指したリニューアルの中でも検討し
たい。
また，データベースの利用講習会では，実践的な事例発表
を組み入れ好評を得ている。

ホームページ作りを目指したリニューアルの中
でも検討するとともに，さらなる参加者を増加さ
せるために努力する。

B

２－２－３機関リポジトリ

13

機関リポジトリについては，プレス発表も行い積極的な広報を行っ
た。しかし，学内における機関リポジトリの認知度はまだまだであ
る。当面は，学部説明会や教員に対して論文提出の直接依頼を行
うなどしてコンテンツ収集を図る必要がある。

学術雑誌論文に関しては，学術文献データベース（Web of
Science等）から論文を抽出し，先生方に許諾依頼をかけ，
許諾を得られたものを各出版社の著作権ポリシーに従い登
録することとした。

A

14

今後は総合データベースとの連携を図り，教員の入力時の負担を
尐なくし，リポジトリに論文が登録できるようなシステム構築が必要
である。

「福井大学総合データベースシステム」に，機関リポジトリ
への登録可否などの項目を追加した。これによって教員が
図書館からの許諾依頼に答える手間が省けることなった。 S

15

また，学術雑誌論文の登録数を増やしていくことはもちろん必要で
あるが，学内からあまり外に出ることのない各学部やセンター等で
発行している研究・技術報告書等を機関リポジトリから学外に発信
することも必要で，この事業の大きな特徴になると考えられる。

研究紀要（研究報告）は原則として登録している。また過去
の分についても，許諾を得ながら遡って順次登録している。
博士学位論文は本人からの依頼を受け登録している。

地域共同リポジトリへの登録を含め，学内刊
行物の登録を推進する。

B

３－１－１利用時間

16

開館時間について総合図書館でのアンケート調査では，「現状で
よい」が８５％であるが，日曜開館や２４時間開館を望む声も尐なく
はなかった。

17
日曜・休日開館は，大学図書館の開放として地域への貢献にも結
びつくものであり，積極的に検討することが望ましい。

18

一方，アンケート調査結果を見ると，２１％の利用者が土曜開館や
試験期の日曜開館を知らず，日常的で且つ効果的な広報・周知に
よる利用の拡大が必要である。

19

新入生については，入学時のオリエンテーション，大学教育入門セ
ミナー，情報処理基礎（工学部のみ）など周知する機会も多いが，
他の学部学生や院生，科目等履修生等への広報を検討する必要
がある。

20

また，両図書館とも延長時間に来館する利用者への対応は，非正
規職員に委ねることが多くなると考えられる。図書館職員のサービ
スについてアンケート調査では，「満足」と「ふつう」を併せて総合
図書館では９３％，医学図書館では８６％となっているが，これに
満足せず正規職員や非正規職員を問わず，自己研鑽や研修の機
会を増やすとともに対応マニュアルを充実させ「満足」の比率を上
げる努力が必要である。

専門的知識を効率的に身につけ，よりよいサービスを目指
すために，日々の業務並びに自己研鑽により習得した知識
や経験をフィードバックする館内研修会を実施することで，
図書館職員自身のレベルアップと意欲の向上を図るよう努
力している。

A

３－１－２貸出

21

総合図書館の開架図書は約５.８万冊(平成１９年７月現在)である。
平成１９年７月に行ったアンケート調査結果によると「開架冊数が
尐ない，全面開架を希望する」と言う意見が多く不評であった。

新総合図書館では,開架スペースを拡大する予定である。

A

専門的知識を効率的に身につけ，よりよいサービスを目指
すために，日々の業務並びに自己研鑽により習得した知識
や経験をフィードバックする館内研修会を実施することで，
図書館職員自身のレベルアップと意欲の向上を図るよう努
力している。
また，利用者個々のレベルや要望に応えるため，「何時で
も何処でも何人でも」をキャッチフレーズにミニミニ講習会
や出前講習会を実施している。

教員による推薦図書のほかに，職員によるバランスのよい
選書に心がけており，芥川賞，直木賞以外にも携帯小説等
の受賞作品やベストセラーを適宜購入している。
特に大学図書館では充実が難しい一般書の要望について
は，県立図書館や市立図書館との連携を活用して，取り寄
せるよう努力している。
また，高価な全集・専門書等は共同利用図書として購入し
ている。
一般書の選定方法のありかたについては，一部学生による
ブックハンティングを実施しているほか，学生の図書委員等
の活用方法についても検討する。

現在魅力あるホームページ作りを目指してリニューアルを
検討しており，メールを含めた効果的な広報についても努
力している。
また，全学利用者を対象とした利用講習会ではもちろん，
適宜実施しているミニミニ講習会や出前講習会でも広報を
行っている。

運営委員会を中心に電子ジャーナルやデータベースに係
る経費状況を説明するとともに，平成20年度については値
上りに対応するため間接経費からの配分を実現した。
また，継続的にアクセスコストを記録し，利用度を判定する
ための基準を検討している。

■ 自己点検評価に係る改善表

利用度を判定するための基準を検討する。

A

A

A

A

B

平成２１年度から日曜・休日開館を実施すべく運用につい
て検討し，無人開館を含め開館時間も延長することとして
いる。
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■ 自己点検評価に係る改善表

22

現在書庫についても学内者は自由に利用可能となっているが，更
に利用しやすくするべく整備を進める必要がある。

これまで狭隘のため分類順や誌名順などに連続性がない
まま配置せざるを得なかったが，今回の増築改修によって
利用しやすい配置とする予定である。

A

23

また図書館員のサービスの対するアンケートでは，不満の回答が
２％と特に大きな不満を与えてはいない。しかし満足度についても
２８％であり，必ずしも高いわけではない。今後も地道に一人一人
のニーズに合わせて柔軟に対応していくとともに，教員の協力を得
て図書館運営や学生の指導をしていけばよりよい結果が出るであ
ろう。

「何時でも何処でも何人でも」をキャッチフレーズとしたミニ
ミニ講習や出前講習会では，利用者の要望に応じた利用
講習を行っている。

A

24

全国的に学生の本離れの現象があるといわれて久しいが，今後
はさらに資料整備，学習環境整備の両面から検討して行きたい。

総合図書館では，耐震改修整備のなかで，ラウンジやパソ
コンコーナー等学習環境の充実を図っている。
医学図書館については，増築計画のなかで検討している。

今後ブルーレイ方式のものの充実を図ってい
く。

B

25

また，医学図書館でのアンケートによると，図書館を利用する多く
の学生は図書館を自主学習の場としての機能を求めており，図書
館の機能とは何か再考の必要があると考える。

学習環境の改善を目指して，座席数の増加を主目標にした
増築を検討している。 B

３－２ＯＰＡＣと遡及入力

26

しかし総合図書館では，貴重な資料にも関わらず研究・教育に資
することができないまま未入力となっている漢籍・和装本について
も，専門的な知識を必要とする作業ではあるが，全蔵書の入力を
めざし継続的な入力作業が望まれる。

今年度は仮図書館のため，ＯＰＡＣの整備や，組織化のた
めの準備を行った。

和漢書等貴重書資料の入力を行う。

B

27

しかし，平成１９年３月の図書館システム統合によって同時検索が
可能になったことは評価できるが，両図書館のデータにおいて整
合性がとれていないものが多く発見されている。利用者アンケート
の中で，「書籍の検索がしにくい」との指摘も，このことが一因と思
われる。格納されているデータの中には，一部の書誌事項しか入
力されていないというものもあり，目録の品質管理上はまだ多くの
問題が残っている。目録の品質向上は検索効率や精度の向上に
直結し，利用に反映するものであり，今後の継続的な作業が望ま
れる。

簡易書誌を詳細な書誌事項に修正するとともに，重複書誌
や所蔵なし書誌等の削除など，過去の目録データを精査す
ることで，ノイズを減尐させ検索効率の向上と，精緻な書誌
的情報の取得を可能とした。

A

28

また，利用者アンケートで「あなたはどのような手段で本学の図書
館資料を検索していますか」との質問に対し，約３０％の人がＯＰＡ
Ｃを利用しているとの回答があったが，更に利用者教育を含め，Ｏ
ＰＡＣの広報，充実に努めなければならない。

日常的な目録の品質向上を図ることで，検索効率を向上さ
せており，新入生に対する情報リテラシ教育における演習
はもちろん，ミニミニ講習会によって個別の利用者に対して
もレベルに応じた利用指導を行っている。

A

３－３電子図書館

29
更に所蔵資料の電子化を推し進め，学内外に公開することで資料
の活用と地域への貢献を期待したい。

山川登美子関係資料を含め，所蔵資料の継続的な電子化
を進めている。 A

３－４－１情報ポータルとしてのホームページ

30

図書館ホームページは常に最新の情報を利用者に提供しなけれ
ばならないが，その情報量の多さからタイムラグが出てしまいがち
である。新しい情報には敏感に反応し図書館ホームページへ掲載
につなげていくことが必要である。

作業プロジェクトを発足させ，魅力あるホームページ作りを
目指してリニューアルを検討している。

B

３－４－２展示と刊行物

31

教科書については…特に現職教員はもちろん地域への貢献ともな
ることから，保存スペースの問題はあるとしても，継続的に保存し
ていくことが望まれる。

毎年[見本版]教科書が提供されており，備品資料として系
統的に保存している。
また今年度は，明治初期からの教科書の寄贈を受け，保
存・利用のための組織化作業を進めている。

A

32

また，指導書に対する要望も多いが，限られた予算の中では県内
で使用されている小・中学校の指導書に限定するなど，継続して
購入できるような努力も必要である。

今年度，小・中学校新学習指導要領が発表されたため，平
成21年度に購入すべく努力する。

指導書の充実について検討する。

W

33

今後とも実物展示だけでなく，インターネットや紙媒体をも活用した
効果的な広報について努力することが期待される。

「目で見るパスファインダ」や「小さな展示会」等をホーム
ページでも閲覧できるようにしたほか，リニューアルを検討
しているホームページのなかでも考えてゆきたい。

リニューアルを検討しているホームページのな
かでも検討する。 B

34

しかし，発行回数が年１回という現状ではタイムリな情報とならな
い可能性も多い。予算的な制約もあるが簡易なパンフレットや，Ｗ
ｅｂを活用することで状況やトピック的な情報を周知することの検討
が必要であろう。

ホームページ上で新着図書の検索を可能としているほか，
魅力あるホームページ作りを目指してリニューアルを検討
している。

リニューアルを検討しているホームページのな
かでも検討する。

B

３－５地域との連携

35

しかし，地域との連携及び図書館の開放を推し進めるには，図書
館の施設整備は必要不可欠で，学外者を含めた利用環境の整備
が急務である。

平成21年3月竣工予定の新総合図書館では，展示スペー
スやラウンジの設備によって地域への広報やアメニティの
改善を予定している。
また，医学図書館についても福井県医学資料室を含めた
改修計画を検討中である。

A

４－１－１建物

36

が，１０年前に書庫の狭隘化が指摘されていることや耐震強度の
ことを考慮すると，総合図書館の施設整備は最優先で対応する必
要がある。

総合図書館では，平成21年3月竣工予定で施工を進めてい
る。 S

４－１－２書架・書庫

37

しかし，今後は更に部局からの返却図書の増加が見込まれるた
め，解決は緊急の課題である。

平成21年3月竣工予定の新総合図書館では，西側に集密
書架を設備した書庫の増設によって，今後１０年間の増加
に対応が可能と考えている。

Ｓ

38

また，貴重資料及び郷土資料は，附属図書館の地域貢献事業の
核となるものであり，保存施設としての貴重書庫の整備は極めて
重要である。

新総合図書館１階には郷土資料室，２階には特殊資料室，
３階には貴重書室を設けるべく施工を進めている。 Ｓ

39

平成１９年度に一部増築を含む耐震改修の概算要求を行ってお
り，早急に書架及び書庫の狭隘化の現状を詳細に分析し，効率的
な資料の配置計画を行い，整備を行う必要がある。

総合図書館について，平成21年3月竣工予定で施工を進め
ている。

Ｓ

40

書架の整備を行ったことは評価できる。今後もさらに外部資金等
の獲得に一層の努力が必要である。

電子ジャーナルやデータベースの値上がりに対応するため
間接経費からの配分を実現した。
また，地域共同リポジトリについては，NIIからの補助金を獲
得した。

A

４－２－１運営組織

41
しかし，委員会の開催が多くなることや意思決定の遅れ等に留意
する必要がある。

42
その意味で，両キャンパスの委員が参加する運営委員会における
ＴＶ会議の活用は有効と思われ，メールによる協議を含め今後も
効率的な運営への努力が必要である。

４－２－２事務組織

43

また，平成１９年３月の図書館システム統合の中で，ネットワーク
の活用を含めた効率化，省力化による業務内容の再編成を検討
するとともに，システム統合を活かせる事務組織自体の更なる変
革によって組織の活性化を検討していることに期待したい。

契約や目録，サービス等同系列業務については，係組織を
超えて相互に協力しながら業務を遂行している。
また，総合図書館改装記念展示やホームページのリニュー
アル等について，係組織を超えたプロジェクトを発足させ
た。

A

４－３予算と経費

44

緊縮財政のなかで外部資金の導入や，図書館運営費への努力は
評価できるが，更なる努力が望まれる。

電子ジャーナルやデータベースの値上がりに対応するため
間接経費からの配分を実現した。
また，地域共同リポジトリについては，NIIからの補助金を獲
得した。

Ａ

４－４自己点検評価体制

45

しかし，自己点検のための全般的なアンケートだけでなく，主題を
限定したアンケートを含め，日常的に利用者の意向と動向を把握
し，的確な対応を反映することが求められる。

自己点検評価において設置した自己点検評価小委員会
を、図書館における継続的評価の委員会として存続させ
て、図書館活動（各種委員会の活動を含む）に対する評価
を継続的に行うこととした。

２１年度に来館者アンケートを検討している。

B

メールを活用した意見交換や状況説明を行い，意思疎通
や省力化の工夫を行っている。
また，総合図書館や医学図書館の改修，増築計画にかか
る全学的ワーキングに運営委員の参画によって意見を反
映している。

B
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2

総合図書館の開架雑誌の見直しのために来館利用者にアンケートを行った
ことは利用者の意向を知る機会となり評価できる。雑誌については，今後も
教官・学生の要望を取り入れた収集が望まれる。

和雑誌について学生図書委員から毎年雑誌の購入要
望があがってくることを考慮し，H20年度は和雑誌３
種を購入することとした。 (同系統の3誌と交代）
（医図）

○平成21年６月～７月まで文京地区において和雑誌のアンケート調査
を実施し，総合図書館運営ＷＧで検討した結果，１種を中止し２種を購
入することとした。（総図） A（←B）

２２２２－－－－１１１１－－－－２２２２図書館利用指導図書館利用指導図書館利用指導図書館利用指導
２２２２－－－－１１１１－－－－３３３３図書館間相互貸借図書館間相互貸借図書館間相互貸借図書館間相互貸借
２２２２－－－－２２２２－－－－１１１１電子電子電子電子ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル

9

今後は電子ジャーナルの毎年の値上がりへの対応が迫られており，電子
ジャーナルの費用対効果（契約金額／アクセス件数）を踏まえての見直し等
の検討が早急に必要である。

２２２２－－－－２２２２－－－－２２２２文献文献文献文献データベースデータベースデータベースデータベース

10

しかし文献データベースにおいては，学術情報基盤として安定的・継続的な
供給が必要不可欠であるため、今後経費をどう確保していくかの検討が必要
である。

11

また，文献データベースの適正な導入を目的として，導入のための参考資料
とするためのアンケート実施，分析し，利用統計等も考慮した上で，適切な
データベースの導入を図って行く必要がある。

12

利用者講習会では，多くの参加者を得るため，あらゆる宣伝方法を駆使して
行っていくこと， 教員の実践的な事例報告を組み入れること，カリキュラムの
１コマとして授業との連携を図ること等の工夫が必要である。

掲示・メール配信のほか，直接電話による照会やカ
ウンターでの参加勧誘などの努力を行っているが，
魅力あるホームページ作りを目指したリニューアル
の中でも検討したい。
また，データベースの利用講習会では，実践的な事
例発表を組み入れ好評を得ている。

ホームページ作りを目指したリニューアルの中でも検討するとともに，さらなる参
加者を増加させるために努力する。
○2009年6月にホームページをリニューアルし，分かりやすい広報ツー
ルとした。

○留学生(10/16)や編入学生(10/1)を対象としたガイダンスや，授業と
連携した検索実習(10/19)等に加え，何時でも何でも何人でもをスロー
ガンとし，レベルと要望に合わせて柔軟に対応するミニミニ講習会につ
いて，常に司書をカウンタに配置することで充実させている。

A（←B）

２２２２－－－－２２２２－－－－３３３３機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

15

また，学術雑誌論文の登録数を増やしていくことはもちろん必要であるが，学
内からあまり外に出ることのない各学部やセンター等で発行している研究・技
術報告書等を機関リポジトリから学外に発信することも必要で，この事業の
大きな特徴になると考えられる。

研究紀要（研究報告）は原則として登録している。
また過去の分についても，許諾を得ながら遡って順
次登録している。博士学位論文は本人からの依頼を
受け登録している。

地域共同リポジトリへの登録を含め，学内刊行物の登録を推進する。
○2009年３月に県内大学，高専，県立図書館，県立文書館による福井
県地域共同リポジトリの発足式を行った。これによって，学術論文に限
らず広報誌を含めた幅広い刊行物等の情報発信も可能となった。

○機関リポジトリには１３１５件，地域リポジトリには３４５１件（2009.11現
在）が登録され，毎年着実に件数を増やしている。

Ａ（←B）

３３３３－－－－１１１１－－－－１１１１利用時間利用時間利用時間利用時間
３３３３－－－－１１１１－－－－２２２２貸出貸出貸出貸出

24

全国的に学生の本離れの現象があるといわれて久しいが，今後はさらに資
料整備，学習環境整備の両面から検討して行きたい。

総合図書館では，耐震改修整備のなかで，ラウンジ
やパソコンコーナー等学習環境の充実を図ってい
る。
医学図書館については，増築計画のなかで検討して
いる。

今後ブルーレイ方式のものの充実を図っていく。

○マルチメディアコーナーでは，DVD等を配架するとともに，ブルーレイ
に対応した再生機を設備した。
　またノートパソコンの貸し出しや，研修室でのパソコン利用環境の提供
等で学習環境の改善を図った。（総図）

○両図書館とも展示スペースを確保しており，所蔵資料を中心とした企
画展示等によって，資料を身近に感じさせるとともに図書館に足を運ぶ
機会となることを意識している。

Ｓ（←B）

25

また，医学図書館でのアンケートによると，図書館を利用する多くの学生は
図書館を自主学習の場としての機能を求めており，図書館の機能とは何か
再考の必要があると考える。

学習環境の改善を目指して，座席数の増加を主目標
にした増築を検討している。

○今回の医学図書館増築は，閲覧室を中心としたもので学生からの要
望も取り入れ余裕のある個席を主に設備することとしている。

○また，パソコンの利用環境についても充実を図っている。

Ｓ（←B）

３３３３－－－－２２２２ＯＰＡＣＯＰＡＣＯＰＡＣＯＰＡＣとととと遡及入力遡及入力遡及入力遡及入力

26

しかし総合図書館では，貴重な資料にも関わらず研究・教育に資することが
できないまま未入力となっている漢籍・和装本についても，専門的な知識を必
要とする作業ではあるが，全蔵書の入力をめざし継続的な入力作業が望ま
れる。

今年度は仮図書館のため，ＯＰＡＣの整備や，組織
化のための準備を行った。

和漢書等貴重書資料の入力を行う。

○和漢書に係る書誌入力について一部を外注するとともに，ＯＢ職員か
ら知識や経験の継承を行いつつ，入力作業を開始している。 Ａ（←B）

３３３３－－－－３３３３電子図書館電子図書館電子図書館電子図書館
３３３３－－－－４４４４－－－－１１１１情報情報情報情報ポータルポータルポータルポータルとしてのとしてのとしてのとしてのホームページホームページホームページホームページ

30

図書館ホームページは常に最新の情報を利用者に提供しなければならない
が，その情報量の多さからタイムラグが出てしまいがちである。新しい情報に
は敏感に反応し図書館ホームページへ掲載につなげていくことが必要であ
る。

作業プロジェクトを発足させ，魅力あるホームペー
ジ作りを目指してリニューアルを検討している。

○6月に新しいホームページを公開し，トップページにトピックに係る欄
を設け，見やすく利用しやすいものとした。

○また，総合図書館では，各階に電子掲示板を設置し，展示やお知ら
せ等を遅滞なく広報できるようになった。
　医学図書館でも，カウンタに電子掲示板を設置し，同様の広報をでき
るようにしている。

A（←B）

３３３３－－－－４４４４－－－－２２２２展示展示展示展示とととと刊行物刊行物刊行物刊行物

32

また，指導書に対する要望も多いが，限られた予算の中では県内で使用され
ている小・中学校の指導書に限定するなど，継続して購入できるような努力も
必要である。

今年度，小・中学校新学習指導要領が発表されたた
め，平成21年度に購入すべく努力する。

○８月に指導書の整備状況調査及び教科担当教員あてに指導書に関
する聞き取り調査を行った。

○９月に平成20年度の学習指導要領の改訂に伴う教科書の改訂は小
学校については平成23年度から、中学校については平成24年度から全
面実施予定のため、現時点で整備するべき平成21年度小学校及び中
学校【移行措置対応】指導書、さらに、県内中学校使用教科書対応指
導書のうち不足分、計31冊を購入した。
　また、教官聞き取り調査から、学習指導要領解説書の要望があり、25
冊を購入した。

○今後とも予算状況を見ながら計画的な購入を継続することを予定して
いる。

Ａ（←Ｗ）

33

今後とも実物展示だけでなく，インターネットや紙媒体をも活用した効果的な
広報について努力することが期待される。

「目で見るパスファインダ」や「小さな展示会」等
をホームページでも閲覧できるようにしたほか，リ
ニューアルを検討しているホームページのなかでも
考えてゆきたい。

リニューアルを検討しているホームページのなかでも検討する。

○６月にホームページのリニューアルを行った。

○図書館主催の企画展示を中心に，Web 上から閲覧できる Web版展
示ページを作成した。

Ａ（←B）

34

しかし，発行回数が年１回という現状ではタイムリな情報とならない可能性も
多い。予算的な制約もあるが簡易なパンフレットや，Ｗｅｂを活用することで状
況やトピック的な情報を周知することの検討が必要であろう。

ホームページ上で新着図書の検索を可能としている
ほか，魅力あるホームページ作りを目指してリ
ニューアルを検討している。

リニューアルを検討しているホームページのなかでも検討する。

○新しいホームページでは，トップページにトピックに係る欄を設け，見
やすく利用しやすいものとした。

○また，総合図書館では，各階に電子掲示板を設置し，展示やお知ら
せ等を遅滞なく広報できるようになった。
　医学図書館でも，カウンタに電子掲示板を設置し，同様の広報をでき
るようにしている。

○両図書館ともリニューアルされたことから，利用の手引きの全面改定
版を発行予定である。

A（←B）

３３３３－－－－５５５５地域地域地域地域とのとのとのとの連携連携連携連携
４４４４－－－－１１１１－－－－１１１１建物建物建物建物
４４４４－－－－１１１１－－－－２２２２書架書架書架書架・・・・書庫書庫書庫書庫
４４４４－－－－２２２２－－－－１１１１運営組織運営組織運営組織運営組織

41
しかし，委員会の開催が多くなることや意思決定の遅れ等に留意する必要が
ある。

42

その意味で，両キャンパスの委員が参加する運営委員会におけるＴＶ会議の
活用は有効と思われ，メールによる協議を含め今後も効率的な運営への努
力が必要である。

４４４４－－－－２２２２－－－－２２２２事務組織事務組織事務組織事務組織
４４４４－－－－３３３３予算予算予算予算とととと経費経費経費経費
４４４４－－－－４４４４自己点検評価体制自己点検評価体制自己点検評価体制自己点検評価体制

45

しかし，自己点検のための全般的なアンケートだけでなく，主題を限定したア
ンケートを含め，日常的に利用者の意向と動向を把握し，的確な対応を反映
することが求められる。

自己点検評価において設置した自己点検評価小委員
会を、図書館における継続的評価の委員会として存
続させて、図書館活動（各種委員会の活動を含む）
に対する評価を継続的に行うこととした。

２１年度に来館者アンケートを検討している。

○総合図書館では，６月に来館者アンケートを実施した。また，医学図
書館でも増築改修後に同様のアンケートを計画している。

○総合図書館ではカウンタに常時司書を配置し，日常的な利用者との
会話の機会を増やすとともに，的確な対応に努めるようにした。

○両図書館とも，何時でも何でも何人でもをスローガンとしたミニミニ講
習会によって，利用者の要求に応じた利用指導とともに要望や意見を
把握する機会ともしている。

A（←B）

■ ■ ■ ■ 自己点検評価自己点検評価自己点検評価自己点検評価にににに係係係係るるるる改善表改善表改善表改善表

メールを活用した意見交換や状況説明を行い，意思
疎通や省力化の工夫を行っている。
また，総合図書館や医学図書館の改修，増築計画に
かかる全学的ワーキングに運営委員の参画によって
意見を反映している。

Ａ（←B）

運営委員会を中心に電子ジャーナルやデータベース
に係る経費状況を説明するとともに，平成20年度に
ついては値上りに対応するため間接経費からの配分
を実現した。
また，継続的にアクセスコストを記録し，利用度を
判定するための基準を検討している。

○コレクション単位での継続的なアクセスコストを調査記録し，メールに
て運営委員に最新の情報を提供することとした。

○電子ジャーナルの利用を拡大するため，全学を対象とした利用講習
会だけでなく，何時でも何人でもをスローガンとしたミニミニ講習会でも，
利用者レベルに応じた柔軟な対応を行っている。また，必要な場合は出
向いて少人数に対する出前講習会も実施した。

○現在他大学の実情も調査中であり，今後の方針を運営委員会で検討
する。（１月開催予定）

A（←B）

○図書館における行事や状況にかかる情報を，メールで適宜送付し
た。

○メールによる委員会を開催し，意見交換や協議を行ったほか，１月の
運営委員会についてはＴＶ会議を予定している。

drama51adm
テキスト ボックス
資料-３

yasuno
タイプライターテキスト
（平成２１年度）
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